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撫
子
の
会
会
員
の
皆
様
に
は
益
々
ご
清
祥
の
事
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
撫
子
の
会
運
営
に

ご
協
力
頂
き
役
員
一
同
を
代
表
し
て
心
か
ら
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
お
か
げ
で
こ
こ
に
第
十
六
号
会
報

を
お
届
け
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。伝
統
あ
る
豊
島
・

追
分
・
小
金
井
・
三
校
の
同
窓
会
と
し
て
発
足
し
て

既
に
二
〇
年
以
上
が
経
ち
ま
し
た
。
同
じ
撫
子
を

校
章
と
す
る
こ
の
撫
子
の
会
を
同
窓
生
の
交
流
の
場

と
し
て
更
に
充
実
し
た
会
と
し
、
将
来
に
亘
っ
て

伝
統
あ
る
小
学
校
が
優
れ
た
教
育
環
境
を
維
持
出
来

る
よ
う
に
同
窓
生
が
力
を
合
わ
せ
た
支
援
活
動
を

繰
り
広
げ
ら
れ
る
よ
う
努
力
を
し
て
参
る
所
存
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
一
層
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

さ
て
今
回
の
会
報
の
テ
ー
マ
は
「
音
の
記
憶
」
で

す
。
ク
ラ
ス
会
や
撫
子
の
会
で
同
窓
の
仲
間
に
会
う

と
必
ず
話
に
出
る
の
は
至
楽
荘
で
の
遠
泳
の
話
や

一
宇
荘
、
成
美
荘
に
於
け
る
野
山
で
の
楽
し
い
課
外

授
業
で
す
。
し
か
し
母
校
は
音
楽
を
通
し
て
の
情
操

教
育
も
大
変
優
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
豊
島
小
学

校
に
五
年
生
ま
で
在
学
、
廃
校
に
伴
い
六
年
生
か
ら

小
金
井
小
学
校
に
転
校
し
た
私
に
と
っ
て
小
学
校
の

「
音
の
記
憶
」
は
豊
島
小
学
校
に
多
く
あ
り
ま
す
。

　

最
も
記
憶
に
あ
る
の
は
下
校
の
音
楽
。
そ
れ
は

「
家
路
」
で
す
。
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
の
交
響
曲
第
九
番

「
新
世
界
」
の
第
二
楽
章
。「
遠
き
山
に
日
は
落
ち

て
」
と
い
う
有
名
な
曲
で
す
。
放
課
後
遊
び
に
夢
中

に
な
っ
て
い
て
も
こ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
聴
く
と
、
憂

い
の
あ
る
人
恋
し
い
旋
律
に
促
さ
れ
て
急
ぎ
学
校
を

飛
び
出
し
た
も
の
で
す
。
確
か
小
学
校
高
学
年
の
頃

に
父
親
の
持
っ
て
い
た
Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
の
中
か
ら

「
新
世
界
」
を
偶
然
見
つ
け
、
そ
れ
が
下
校
の
音
楽

だ
と
い
う
事
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。
何
度
も
聴

く
う
ち
に
第
二
楽
章
だ
け
で
は
な
く
て
第
三
楽
章
も

大
好
き
に
な
り
、
繰
り
返
し
Ｂ
面
か
ら
聞
い
た
事
を

昨
日
の
よ
う
に
想
い
出
し
ま
す
。
丁
度
ス
テ
レ
オ
が

ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
た
時
期
で
、
そ
れ
が
き
っ
か
け

で
音
楽
が
大
好
き
に
な
り
、
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
る

ア
メ
リ
カ
ン
ポ
ッ
プ
ス
や
ジ
ャ
ズ
に
目
覚
め
て
行
き

ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
豊
島
小
学
校
は
豊
島
公
会
堂
で
音
楽

発
表
会
が
開
か
れ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
懐
か
し
い

2015.8.

会
長
挨
拶

「
音
の
記
憶
」
を

　

紡
い
で
伝
統
は

　
　

受
け
継
が
れ
る

「
撫
子
の
会
」
会
長　

佐
　々

智
樹

東京学芸大学附属小学校 ● 同窓会 

撫子の会

小学校はエンピツの匂い
会報　　　　　　 号
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豊
島
公
会
堂
は
ま
だ
残
っ
て
い
ま
す
が
、
建
築
か
ら

六
〇
年
以
上
経
て
い
る
た
め
に
二
〇
一
七
年
に
閉
館

し
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
予
定
の
よ
う
で
す
。

　

音
楽
の
先
生
は
有
名
な
田
中
準
先
生
。
音
楽
の
時

間
は
遊
び
の
時
間
と
勝
手
に
決
め
て
い
た
私
は
い
つ

も
田
中
先
生
の
ゲ
ン
コ
ツ
を
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た

が
、芸
術
家
ら
し
い
感
情
の
細
や
か
な
先
生
で
し
た
。

　
「
音
の
記
憶
」
と
は
少
し
違
う
の
で
す
が
放
送
室

も
深
く
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。
豊
島
の
放
送
室
は

当
時
の
小
学
校
の
施
設
と
し
て
は
立
派
な
も
の
で
、

ス
タ
ジ
オ
、
調
整
卓
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
ブ
ー
ス
と
分
か

れ
て
い
て
、
フ
カ
フ
カ
の
絨
毯
が
敷
か
れ
た
ス
タ
ジ
オ

に
入
る
だ
け
で
厳
粛
な
気
持
に
な
っ
た
事
を
想
い
出

し
ま
す
。
放
送
委
員
は
お
知
ら
せ
の
時
に
マ
イ
ク
の

前
に
あ
る
チ
ャ
イ
ム
を
鳴
ら
し
て
か
ら
お
知
ら
せ
を

読
み
上
げ
て
い
ま
し
た
。
自
分
が
放
送
委
員
だ
っ
た

か
ど
う
か
記
憶
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
先
輩
の

テ
キ
パ
キ
し
た
所
作
に
憧
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
訳
で
小
学
校
高
学
年
か
ら
音
楽
が

大
好
き
に
な
り
、
ご
多
分
に
も
れ
ず
高
校
・
大
学
時
代
は

楽
器
演
奏
に
夢
中
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
ラ
ジ
オ

局
、
レ
コ
ー
ド
会
社
で
音
楽
の
仕
事
を
し
て
、
現
在

も
音
楽
の
仕
事
を
続
け
て
い
ま
す
。
不
思
議
な
も
の

で
、
自
分
の
将
来
に
関
わ
る
下
地
は
小
学
校
の
時
に

既
に
あ
る
程
度
固
ま
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
誰
で
も
が
「
音
の
記
憶
」

　

平
成
二
十
六
年
十
月
十
八
日
、
約
五
〇
名
の
同
窓

生
が
小
金
井
小
学
校
の
食
堂
二
階
に
集
ま
り
、「
撫

子
の
会
」
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

報
告
＝
副
会
長
：
川
田　

紀
雄

　

冒
頭
、
佐
々
会
長
よ
り
、
豊
島
、
追
分
、
小
金
井

の
伝
統
を
次
世
代
に
繋
げ
て
い
き
な
が
ら
、
同
窓
生

が
集
い
憩
う
場
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

●
平
成
二
十
五
・
二
十
六
年
収
支
決
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
よ
び
監
査
報
告

　

今
期
は
旧
追
分
校
の
記
念
銘
板
設
置
に
関
す
る

事
業
費
の
計
上
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
特
に
問
題
は

な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

　

理
事
会
よ
り
新
役
員
案
が
提
案
さ
れ
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。　

 

※
新
役
員
に
つ
き
ま
し
て
は
次
頁
参
照
。

●
成
美
荘
養
気
閣
保
存
運
動
に
つ
い
て

　

柴
田
理
事
よ
り
成
美
荘
養
気
閣
の
建
物
保
存
に

つ
い
て
、
学
芸
大
学
と
共
同
で
検
討
が
な
さ
れ
て

い
る
件
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

●
旧
追
分
校
記
念
銘
板
設
置
に
つ
い
て

　

野
久
尾
理
事
よ
り
旧
追
分
校
跡
地
に
あ
た
る

文
京
区
立
第
六
中
学
校
に
七
月
二
十
六
日
、
記
念

銘
板
を
附
属
竹
早
中
学
校
同
窓
会
と
共
同
で
設
置

し
た
旨
、
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

報
告
＝
理
事
：
吉
田　

朋
弘

　

総
会
に
引
き
続
い
て
懇
親
会
が
催
さ
れ
、
豊
島
修

練
会
所
蔵
の
豊
島
師
範
時
代
の
至
楽
荘
生
活
の
ビ
デ

オ
上
映
が
行
わ
れ
、
当
時
を
懐
か
し
み
な
が
ら
話
が

弾
み
ま
し
た
。

　

小
金
井
平
成
八
年
卒
の
方
が
久
し
ぶ
り
の
親
友

と
の
再
会
の
場
に
同
窓
会
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
人
生
の
節
目
を
迎
え
て
、
ふ
っ
と
思
い

立
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
も
多
か
っ
た
よ

う
で
す
。（
了
）

　
　
第
十
回
総
会
報
告

と
し
て
持
ち
続
け
て
い
る
校
歌
。
豊
島
の
校
歌
は

歌
詞
が
変
わ
り
ま
し
た
が
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
変
わ
ら
ず

に
、
小
金
井
小
学
校
の
校
歌
と
し
て
歌
い
継
が
れ
て
い

ま
す
。
伝
統
は
い
ま
な
お
脈
々
と
流
れ
続
け
て
い
る

の
で
す
。

　
　
懇
親
会
報
告
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小
金
井
小
学
校
の

　
　
　
　
　
「
音 

楽 

会
」

   

～
ク
ラ
ス
で
奏
で
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
～

副 

校 

長　

関
田　

義
博

◎
新
役
員

　

会　
　

長　

佐
　々

智
樹　
　

小
金
井　

昭
39
卒

　

副 
会 
長　

川
田　

紀
雄　
　

小
金
井　

昭
41
卒

　
　
　
　
　
　

野
久
尾　

悟　
　

小
金
井　

昭
51
卒

　

理　
　

事　

大
鹿　

晏
弘　
　

豊　

島　

昭
30
卒

　
　
　
　
　
　

柴
田　

通
彦　
　

豊　

島　

昭
35
卒

　
　
　
　
　
　

西
山　

マ
サ
子　

追　

分　

昭
32
卒

　
　
　
　
　
　

山
佐　

和
雄　
　

追　

分　

昭
33
卒

◎決算報告収支計算書

平成26年度（H26年4月1日～ H27年3月31日）

●収入の部
　　（科目）　　　　　　　     （金額）
前年度繰越金
追分同窓会より
記念品売上
入会費
　 ＊H27年3月卒業生×159名
総会当日入金
寄付－支援・総会参加費
利子
収入合計

●支出の部
       （科目）　　　　　　   （金額）
会報15号印刷郵送費
第10回総会－懇親会経費
追分記念碑事業
　同上　経費
慶弔費
郵送費
HP 維持改訂費
次年度繰越金
支出合計

10,151,403
50,722
2,700

1,590,000

35,000
1,799,710

4,282
13,633,817

11,085,432
136,455
189,432
44,534
43,000
8,774

43,632
12,082,558
13,633,817

＜内訳＞
・会報15号・・・・モノクロ印刷 12p　　8,000 部、6,515 部発送

平成25年度（H25年4月1日～ H26年3月31日）

●収入の部
　　（科目）　　　　　　　     （金額）
前年度繰越金
ぶらり同窓会－会費他
寄付－支援金
入会費
　＊ H26 年3月卒業生×159 名
利子

収入合計

●支出の部
       （科目）　　　　　　   （金額）
母校空調工事寄付金
会報14号印刷郵送費
ぶらり同窓会経費
連絡、郵送、事務雑費
HP 維持改訂費
次年度繰越金

支出合計

10,013,359
88,000

1,308,810
1,550,000

330

13,660,499

2,000,000
1,247,820

210,000
8,436

42,840
10,151,403

13,633,817

＜内訳＞
・会報14号・・・・モノクロ印刷 12p　　9,000 部、7,531 部発送

母
校
か
ら
・
先
生
か
ら

　

今
年
の
十
一
月
十
九
、二
十
日
、
本
校
は
「
な
で

し
こ
音
楽
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
音
楽
会
は
三

年
に
一
度
の
開
催
で
、
本
校
の
子
ど
も
た
ち
は
六
年

間
で
二
回
の
音
楽
会
を
経
験
し
ま
す
。
ち
な
み
に
昨

年
度
は
展
覧
会
の
年
で
、
一
昨
年
度
は
研
究
発
表
会

の
年
で
し
た
。
二
日
間
の
日
程
は
、
一
日
目
の
午
前

が
一
組
音
楽
会
、
午
後
が
二
組
音
楽
会
、
二
日
目
の

午
前
が
三
組
音
楽
会
の
予
定
で
す
。
今
年
三
月
、
最

後
の
四
ク
ラ
ス
だ
っ
た
六
年
生
が
卒
業
し
た
た
め
、

全
学
年
が
三
ク
ラ
ス
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
か

つ
て
の
四
ク
ラ
ス
の
と
き
と
同
じ
よ
う
に
、
縦
割
音

楽
会
を
開
催
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
年
生
の
楽
曲
は
、
か
つ
て
本
校
で
教
鞭
を
執
ら

れ
て
い
た
渡
辺
茂
先
生
作
詞
作
曲
の
「
ふ
し
ぎ
な
ポ

ケ
ッ
ト
」
な
ど
、
コ
ミ
カ
ル
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
も
の

が
中
心
で
す
。身
振
り
手
振
り
を
ま
じ
え
た
合
唱
が
、

　

理　
　

事　

鈴
木　

弘　
　
　

小
金
井　

昭
41
卒

　
　
　
　
　
　

神
田　

薫　
　
　

小
金
井　

昭
46
卒

　
　
　
　
　
　

保
坂　

健
二　
　

小
金
井　

昭
52
卒

　
　
　
　
　
　

清
水　

洋
岐　
　

小
金
井　

昭
56
卒

　
　
　
　
　
　

吉
田　

朋
弘　
　

小
金
井　

昭
58
卒

　

監　
　

事　

丸
森　

康
平　
　

小
金
井　

昭
51
卒

　
　
　
　
　
　

楠
本　

維
大　
　

小
金
井　

昭
58
卒

　

特
別
顧
問　

金
子　

修
也　
　

追　

分　

昭
25
卒
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一
年
生
ら
し
く
て
実
に
か
わ
い
ら
し
く
感
じ
ら
れ
ま

す
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
一
年
生
の
出
し
物
は
、
四
十

年
ぐ
ら
い
変
わ
っ
て
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

二
年
生
以
上
は
合
唱
と
合
奏
の
組
み
合
わ
せ
で
、
学

年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、
内
容
や
使
用
す
る
楽
器
が

高
度
に
な
り
ま
す
。　

　

今
年
度
は
六
学
年
で
合
計
十
八
ク
ラ
ス
の
体
制
が

完
成
し
た
た
め
、
十
月
に
は
六
年
ぶ
り
に
、
ク
ラ
ス

対
抗
運
動
会
も
復
活
し
ま
す
。
本
校
は
も
と
も
と
、

ク
ラ
ス
と
い
う
も
の
を
子
ど
も
た
ち
の
学
校
生
活
の

基
盤
と
し
て
大
切
に
考
え
て
き
ま
し
た
か
ら
、
ク
ラ
ス

が
団
結
で
き
る
機
会
が
、
運
動
会
と
音
楽
会
の
二
つ

あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
本
校
ら
し
さ
を
発
揮
で
き
る

と
い
う
点
で
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

　

音
楽
会
で
子
ど
も
た
ち
が
発
表
す
る
楽
曲
は
、
邦

楽
や
洋
楽
の
有
名
な
曲
目
ば
か
り
で
す
。
ふ
だ
ん
の

音
楽
の
授
業
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
は
友
達
と

力
を
合
わ
せ
て
音
づ
く
り
や
曲
づ
く
り
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
音
楽
会

に
お
い
て
、
日
頃
の
創
造
的
な
音
楽
表
現
を
基
盤
に

し
て
、
完
成
さ
れ
た
曲
目
で
の
合
唱
や
合
奏
に
挑
戦

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
三
年
前
の
音
楽
会
で
の
、
六
年
女
子
の

感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
今
年
は
最
後
の
音
楽
会
。
私
た
ち
は
か
な
り
力

を
入
れ
、
一
生
懸
命
練
習
し
て
き
ま
し
た
。
本
番
が

近
づ
く
中
、
私
に
は
ふ
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
た
だ
聴
い
て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち

の
音
楽
で
ク
ラ
ス
カ
ラ
ー
を
伝
え
た
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
合
唱
で
仲
の
よ
さ
と
絆
の
深
さ
、
合
奏
で
は

元
気
の
よ
さ
と
明
る
さ
と
い
う
、
六
年
一
組
の
ク
ラ
ス

●以前､ 柘植先生が楽譜を起こしてくださった附属小金井小学校の校歌の３番です。

カ
ラ
ー
を
伝
え
た
い
。私
は
強
く
そ
う
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
迎
え
た
本
番
。
私
た
ち
は
、
聴
い
て
い
る
人
に

確
か
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
卒
業
が

迫
る
中
、
こ
の
音
楽
会
は
、
最
高
の
仲
間
へ
の
感
謝

と
と
も
に
、
私
の
胸
に
し
っ
か
り
と
刻
み
込
ま
れ
た

の
で
し
た
。」

学　校　の　歌　より
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新
し
い
音
楽
教
育
と

　
　

  
な
で
し
こ
た
ち

文
教
大
学
教
授　

島
崎　

篤
子

　

カ
ビ
く
さ
い
東
京
学
芸
大
学
附
属
図
書
館
の
書
庫

に
入
り
浸
っ
て
音
楽
教
育
史
研
究
に
没
頭
し
て
い
た

大
学
院
時
代
を
経
て
、
東
京
の
公
立
中
学
校
の
音
楽

教
師
と
し
て
僅
か
一
年
間
の
教
員
経
験
し
か
な
か
っ
た

私
は
、
恩
師
た
ち
の
強
力
な
勧
め
で
、
戸
惑
い
な
が

ら
一
九
七
七
年
に
附
属
小
金
井
小
学
校
（
以
下
、
金

小
）
に
着
任
し
た
。
そ
れ
か
ら
二
〇
〇
〇
年
の
春
ま

で
、
二
十
三
年
間
も
の
長
き
に
わ
た
り
音
楽
専
科
教

師
と
し
て
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
三
十
一
人
の

教
員
中
、
養
護
教
諭
を
入
れ
て
も
女
性
教
員
は
た
っ

た
の
五
名
。
心
身
共
に
脆
弱
だ
っ
た
私
は
、
人
生
の

最
も
輝
か
し
い
二
〇
代
か
ら
四
〇
代
に
金
小
で
多
く

の
苦
悩
や
喜
び
や
感
動
を
経
験
し
、
そ
の
全
て
が
私

を
人
間
と
し
て
も
教
員
と
し
て
も
鍛
え
あ
げ
て
く
れ
た
。

　

近
年
、
一
九
六
〇
年
代
の
創
作
教
育
史
の
論
文
を

執
筆
し
て
知
っ
た
こ
と
だ
が
、
金
小
が
文
部
省
の

初
等
教
育
実
験
校
と
し
て
飯
田
秀
一
先
生
を
中
心
に

創
作
指
導
の
実
験
研
究
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
豊
島

小
学
校
と
追
分
小
学
校
が
武
蔵
小
金
井
に
合
併
開
校

し
て
三
年
目
の
一
九
六
一
年
と
翌
六
二
年
だ
っ
た
。

ま
だ
全
学
年
が
揃
っ
て
い
な
い
中
で
実
験
校
を
引
き

受
け
た
事
実
に
、
附
属
校
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
が
感
じ

取
れ
る
。
私
が
着
任
し
た
時
に
も
、
創
作
教
育
重
視

の
研
究
方
向
は
踏
襲
さ
れ
て
い
た
。
着
任
時
に
副
校
長

だ
っ
た
小
林
森
先
生
は
、
先
輩
に
倣
っ
て
合
唱
曲

の
作
曲
や
合
奏
曲
の
編
曲
を
す
る
こ
と
を
私
に
勧
め

た
。
若
か
っ
た
私
は
素
直
に
作
曲
や
編
曲
を
手
掛
け

た
。
ま
た
創
作
教
育
で
は
、
新
し
い
創
造
的
音
楽
学

習
（C

reative M
usic M

aking

、
以
下
Ｃ
Ｍ
Ｍ
）

の
分
野
で
、
実
践
的
研
究
者
と
し
て
先
導
的
な
実
践

に
取
り
組
ん
だ
。 

Ｃ
Ｍ
Ｍ
と
は
、
子
ど
も
が
様
々
な

音
素
材
に
向
き
合

い
、
主
に
グ
ル
ー

プ
で
自
由
な
発
想

に
よ
る
多
様
な
音

楽
様
式
の
音
楽
を

自
ら
創
り
あ
げ
る

学
習
で
あ
る
。
活

動
例
を
挙
げ
る
と
、

ボ
デ
ィ
ー
・
サ

ウ
ン
ズ
づ
く
り
、

ラ
ッ
プ
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
づ
く
り
、

ケ
チ
ャ
づ
く
り
、

韓
国
の
サ
ム
ル
ノ

リ
づ
く
り
、
宇
宙

の
音
楽
づ
く
り
、音
素
材
を
限
定
し
た
音
楽
づ
く
り
、

音
の
世
界
旅
行
（
諸
民
族
の
音
楽
）、
阿
波
踊
り
音

楽
づ
く
り
、
沖
縄
の
エ
イ
サ
ー
音
楽
づ
く
り
、
太
鼓

音
楽
づ
く
り
、
サ
ン
バ
の
ブ
レ
イ
ク
づ
く
り
、
詩
や

物
語
に
よ
る
音
楽
づ
く
り
、
絵
や
映
像
に
よ
る
音
楽

づ
く
り
、
手
づ
く
り
楽
器
に
よ
る
音
楽
づ
く
り
、
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
の
工
夫
な
ど
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
子

供
た
ち
は
新
し
い
創
作
活
動
を
楽
し
ん
で
く
れ
て
い

た
。
特
に
文
部
省
か
ら
依
頼
さ
れ
た
「
宇
宙
の
音
楽

づ
く
り
」
の
授
業
は
、
第
六
次
学
習
指
導
要
領
（
平

成
元
年
告
示
）
の
創
作
学
習
の
モ
デ
ル
授
業
と
し
て
、●同窓会ホームページで音声を聴くことができます。お試し下さい。



�

同 

窓 

生 

か 

ら

  

追
分
小
学
校
の

　
　
　
　

 

思 

い 

出

　

懐
か
し
い
追
分
小
学
校
時
代
を
振
り
返
り
、
私
の

人
生
の
土
台
を
築
い
て
い
た
だ
い
た
た
く
さ
ん
の
先

生
や
友
人
た
ち
に
ま
ず
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
身
体
の
不
自
由
な
母
か
ら
生
を
受
け
ま
し
た
が

追
分
昭
和
三
十
二
年
卒　

加
藤　

紘
子

幼
い
こ
ろ
よ
り
遊
ぶ
こ
と
や
お
や
つ
を
貰
う
こ
と
よ
り

も
歌
を
歌
う
こ
と
が
大
好
き
で
、
大
き
く
な
っ
た
ら

「
歌
の
お
ば
さ
ん
」
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
育
ち
ま
し

た
。
当
時
の
私
の
家
に
は
ピ
ア
ノ
が
無
く
、
ピ
ア
ノ
が

与
え
ら
れ
た
の
は
高
校
三
年
の
時
で
し
た
。

　

そ
ん
な
私
に
、
小
学
校
時

代
の
音
楽
教
師
で
あ
ら
れ
た

飯
田
先
生
が
昼
休
み
や
放
課

後
に
音
楽
室
を
利
用
さ
せ
て

く
だ
さ
り
、
ピ
ア
ノ
の
練
習

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
頃
私
は
音
羽
ゆ
り
か
ご

会
等
の
童
謡
の
世
界
に
入
っ
て
い
ま
し
た
が
、
先
生

は
童
謡
を
歌
う
時
の
発
声
に
は
問
題
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
、
先
生
自
ら
私
の
発
声
を
調
整
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
更
に
、
私
に
歌
を
歌
う
機
会
を
種
々
提

供
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
先
生
が
担
当
さ
れ
て
い

た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
出
演
や
、
學
校
で
の
音
楽
会
や
学

芸
会
等
で
も
独
唱
の
経
験
を
何
度
か
さ
せ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
ま
さ
に
そ
の
後
の
私
の
歌
の
人
生
に
於

て
助
け
に
な
る
事
ば
か
り
で
し
た
。

　

も
う
五
〇
年
以
上
も
昔
の
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
い

十
六
ミ
リ
映
画
が
制
作
さ
れ
、
そ
の
ビ
デ
オ
版
は
全

国
の
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
に
配
布
さ
れ
た
。
真

摯
に
音
・
音
楽
に
向
き
合
い
、
音
楽
づ
く
り
を
す
る

な
で
し
こ
た
ち
の
姿
を
映
像
で
全
国
に
発
信
で
き
た

の
が
う
れ
し
か
っ
た
。
創
造
的
な
な
で
し
こ
た
ち
の

お
か
げ
で
、
多
様
で
斬
新
な
試
み
は
予
想
以
上
の
成

果
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
。
新
た
な
音
楽
教
育
を
拓

く
と
い
う
志
を
も
っ
て
、
金
小
の
教
育
実
践
の
成
果

は
、音
楽
教
育
誌
や
書
籍
に
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

合
唱
曲
の
他
に
、
行
事
関
連
の
歌
を
作
曲
す
る
の

も
楽
し
か
っ
た
。「
至
楽
荘
の
歌
」
と
「
一
宇
莊
の

歌
」
は
田
中
準
先
生
の
作
品
で
、「
ぼ
く
ら
の
一
宇

莊
」
は
飯
田
先
生
の
作
品
で
あ
る
。
先
輩
の
曲
を
教
え

な
が
ら
も
、
自
ら
作
詞
作
曲
し
た
「
今
、
至
楽
荘
で
」

（
楽
譜
参
照
）を
担
当
学
年
の
子
供
に
指
導
し
た
。「
宿

泊
生
活
の
歌
」（
三
年
生
用
）、「
楽
し
い
音
楽
会
」、

「
周
年
行
事
の
歌
」、「
今
日
は
一
年
生
」、「
あ
り
が

と
う
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
」（
六
年
生
を
送
る
会

用
）
な
ど
も
作
詞
作
曲
し
た
。
残
念
な
が
ら
私
の
曲

は
、
今
は
歌
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し

あ
の
時
あ
の
場
面
で
、
一
生
懸
命
に
歌
っ
て
く
れ
た

な
で
し
こ
た
ち
の
明
る
い
歌
声
は
、
私
の
音
の
記
憶

の
中
に
生
き
て
い
る
。

　

器
楽
合
奏
委
員
会
の
演
奏
も
懐
か
し
い
。
毎
年

卒
業
式
の
入
場
時
に
演
奏
し
て
い
た
四
声
の
バ
ッ
ハ

の
「
フ
ー
ガ
の
技
法
」
に
は
、
最
後
の
一
人
が
着
席

す
る
の
と
同
時
に
、
曲
の
最
終
音
が
会
場
に
響
き
わ

た
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
伝
統
が
あ
っ
た
。
微
妙
に

テ
ン
ポ
を
調
整
す
る
私
の
指
揮
を
見
つ
め
な
が
ら
、

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
曲
を
見
事
に
演
奏
し
て
い
た
委
員
会

の
子
供
た
ち
の
真
剣
な
眼
差
し
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　

成
長
し
た
な
で
し
こ
た
ち
の
日
常
に
音
楽
は
鳴
り

響
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
だ
リ
コ
ー
ダ
ー
を

大
切
に
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
共
に
音
・
音
楽
を

探
究
し
、
感
動
と
自
信
を
与
え
て
く
れ
た
な
で
し
こ

た
ち
の
お
か
げ
で
、
私
は
今
、
胸
を
張
っ
て
教
師
を

目
指
す
学
生
た
ち
の
前
に
立
っ
て
い
る
。
そ
し
て

こ
れ
か
ら
も
、
金
小
の
教
育
が
日
本
の
教
育
の
未
来

を
切
り
開
く
力
に
な
り
続
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
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「
小
学
校
は
え
ん
ぴ
つ
の

 
に
お
い
」に
寄
せ
て

小
金
井
昭
和
四
十
四
年
卒　

広
谷
（
木
戸
）
順
子

　

そ
っ
と
目
を
閉
じ
、小
学
校
時
代
を
思
い
返
す
時
、

私
の
頭
の
中
に
は
澄
み
切
っ
た
青
空
と
共
に
「
双
頭

の
鷲
の
旗
の
下
に
」
が
軽
快
に
流
れ
て
来
ま
す
。
私

達
の
奏
で
る
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
に
合
わ
せ
て
全
校
生

徒
が
行
進
し
て
行
く
光
景
。
小
金
井
小
学
校
に
は
高

学
年
に
な
る
と
、
あ
る
程
度
ピ
ア
ノ
の
弾
け
る
生
徒

が
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
て
朝
礼
や
様
々
な
学
校
行
事

の
際
に
生
演
奏
を
す
る
と
言
っ
た
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

バ
ン
ド
が
あ
り
、
私
も
そ
の
一
員
と
し
て
、
み
ん
な

ま
し
た
が
、
思
い
出
し
て
み
る
と
豊
か
な
愛
情
と

配
慮
の
中
に
置
か
れ
て
い
た
自
分
を
本
当
に
幸
せ
者

だ
っ
た
と
深
く
思
い
ま
す
。

　

昨
年
、
歌
の
仕
事
の
面
で
ひ
と
つ
の
区
切
り
を
つ

け
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
ま
で
専
門
に
学
ん
で
き
た

声
楽
の
世
界
の
ジ
ャ
ン
ル
を
広
げ
て
、
お
客
様
の
リ

ク
エ
ス
ト
に
沿
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成
す
る
コ
ン

サ
ー
ト
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
際
改
め
て
、
追
分
小

學
校
時
代
に
受
け
た
た
く
さ
ん
の
教
育
が
齢
七
〇
歳

と
な
っ
た
現
在
に
も
大
変
役
立
っ
て
い
る
こ
と
に
強

く
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
追
分
小
学
校
で
は
、
個
人

個
人
の
子
供
に
目
を
向
け
、
一
人
一
人
に
最
も
相
応

し
い
成
長
を
促
し
、
育
む
よ
う
な
教
育
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
を
次
か
ら
次
へ
と
思
い
出
し
ま
す
。
例

え
ば
、
水
泳
に
し
て
も
学
校
の
プ
ー
ル
で
は
二
十
五

メ
ー
ト
ル
し
か
泳
げ
な
か
っ
た
私
が
臨
海
学
校
で
は

海
の
景
色
が
素
晴
ら
し
く
大
き
な
自
然
に
抱
か
れ

て
、
友
人
た
ち
と
励
ま
し
あ
い
な
が
ら
つ
い
に
長
い

距
離
の
遠
泳
を
泳
ぎ
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

う
し
た
経
験
か
ら
今
で
も
、
孫
た
ち
と
一
緒
に
海
に

入
っ
て
励
ま
し
な
が
ら
泳
ぐ
喜
び
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

追
分
小
学
校
で
は
、
飛
松
校
長
先
生
、
松
村
教
頭

先
生
、
丹
羽
広
子
先
生
、
小
川
格
先
生
、
飯
田
先
生

腰
山
先
生
等
の
た
く
さ
ん
の
先
生
方
に
囲
ま
れ
て
育

て
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
私
の
大
き
な
宝
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
時
代
の
六
年
間
ク
ラ
ス
替
え

が
無
く
同
じ
ク
ラ
ス
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
こ
と
か
ら
深

い
友
情
が
生
ま
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
た
だ
残
念
な
こ
と
は
、
文
京
区
の
六
中
と
一
緒

だ
っ
た
あ
の
懐
か
し
い
校
舎
が
今
は
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
で
す
。
と
て
も
寂
し
く
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
回
ご
縁
が
あ
っ
て
こ
う
し
た
思
い
出

の
文
書
を
書
く
機
会
を
提
供
く
だ
さ
っ
た
「
撫
子
の

会
」
の
方
々
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
文
章

を
書
く
の
が
苦
手
な
私
で
す
が
、
こ
う
し
て
書
い
て

い
る
内
に
、
現
代
で
は
な
か
な
か
得
難
い
よ
う
な
特

権
的
な
教
育
環
境
を
与
え

ら
れ
た
自
分
を
再
発
見
し

お
世
話
に
な
っ
た
た
く
さ

ん
の
方
々
に
改
め
て
感
謝

の
気
持
ち
で
一
杯
に
な
り

ま
し
た
。
願
わ
く
は
私
た

ち
が
享
受
で
き
た
よ
う
な

手
厚
い
教
育
が
孫
た
ち
の

世
代
に
も
継
続
さ
れ
ま
す

よ
う
と
祈
り
つ
つ
。

よ
り
少
し
早
く
登
校
、
朝
練
に
励
み
ま
し
た
。

　

ご
指
導
下
さ
っ
た
の
は
音
楽
の
田
中
先
生
。
げ
ん

こ
つ
器
な
る
物
を
傍
ら
に
、
大
柄
で
豪
快
な
、
子
供

心
に
ち
ょ
っ
ぴ
り
恐
い
印
象
だ
っ
た
先
生
に
怒
ら
れ

ま
い
と
し
て
一
生
懸
命
練
習
し
た
日
々
。
幼
い
頃
か
ら

幸
い
な
事
に
ピ
ア
ノ
が
身
近
に
あ
っ
た
と
は
言
え
、

ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
で
突
き
指
を
し
た
と
言
っ
て
は
ピ
ア
ノ

の
お
稽
古
を
休
む
よ
う
な
、
あ
ま
り
真
面
目
な
生
徒

で
は
な
か
っ
た
私
で
し
た
が
、
ピ
ア
ノ
譜
か
ら
だ
け

で
は
解
り
得
な
か
っ
た
音
の
構
成
と
言
う
物
を
、
ソ
プ

ラ
ノ
、
ア
ル
ト
、
テ
ノ
ー
ル
、
バ
ス
と
に
分
か
れ
た

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
響
き
を
体
感
す
る
事
で
知
り
、

音
楽
の
奥
深
さ
に
惹
か
れ
て
行
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

特
に
印
象
的
だ
っ
た
「
フ
ー
ガ
の
技
法
」
バ
ッ
ハ

特
有
の
、
全
て
の
パ
ー
ト
が
主
役
で
あ
り
、
主
題
と

〔HIROKOのホットコンサート〕
●日時：10月22日（木）
　 　　　　　午後2時より約 2時間
●場所：「こけし屋別館2階」
　　　　　 　JR西荻窪駅前
ご関心のある方は是非聞きに来てください。
お待ちしています。
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な
る
メ
ロ
デ
ィ
が
追
い
か
け
る
よ
う
に
見
え
隠
れ
し

な
が
ら
組
み
合
わ
さ
っ
て
行
く
時
の
、
何
と
も
言

え
な
い
神
秘
的
な
感
覚
！
戴
い
た
ス
コ
ア
を
ワ
ン

パ
ー
ト
ず
つ
ピ
ア
ノ
で
辿
り
な
が
ら
、
い
つ
の
間

に
か
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
の
虜
に
な
っ
て
行
き
ま
し
た
。

こ
の
事
は
後
に
、
ア
カ
ペ
ラ
等
、
多
重
録
音
の
コ
ー

ラ
ス
ア
レ
ン
ジ
を
す
る
上
で
大
い
に
役
立
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

又
、
階
段
状
に
オ
ル
ガ
ン
の
並
ぶ
第
二
音
楽
室
。

飯
田
先
生
か
ら
作
曲
の
授
業
を
し
て
頂
い
た
事
が
あ

り
ま
し
た
。
今
で
も
生
ま
れ
て
初
め
て
作
っ
た
短
い

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
、
は
っ
き
り
思
い
出
す
事
が
出
来
ま

す
が
、
思
い
の
ほ
か
ス
ラ
ス
ラ
と
メ
ロ
デ
ィ
が
浮
か

ん
で
来
た
事
に
、
得
意
に
な
っ
て
家
族
に
歌
っ
て
聴

か
せ
た
事
を
思
い
出
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
創
作
す
る

事
、
想
像
す
る
事
が
楽
し
く
な
っ
た
の
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

合
唱
曲
で
は
仕
上
げ
に
い
つ
も
素
敵
な
イ
ン
ト
ロ

や
伴
奏
を
つ
け
て
下
さ
り
、
単
な
る
旋
律
が
、
美
し
い

和
音
を
伴
う
と
、
何
と
感
動
的
な
メ
ロ
デ
ィ
に
変
化

す
る
事
か
！
そ
の
胸
が
キ
ュ
ン
と
な
る
よ
う
な
心
地

よ
さ
に
誰
よ
り
も
高
ら
か
に
陶
酔
し
き
っ
て
歌
っ
て

い
る
自
分
に
気
付
い
て
は
ビ
ッ
ク
リ
し
た
も
の
で
す
。

　

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
、
食
堂
で
の
給
食
の
時
間
も

未
知
の
音
楽
に
触
れ
る
大
事
な
ひ
と
と
き
で
し
た
。

　

オ
ペ
ラ
「
魔
王
」
の
繰
り
広
げ
る
、
病
気
の
子
供

音
楽
人
生
の

　

土
台
を
形
成
し
た

　
　

附
属
小
で
の
歩
み

小
金
井
昭
和
五
十
五
年
卒　

内
海
（
湊
）
順
子

　
「
行
進
曲　

大
空
」。
私
が
最
も
好
き
だ
っ
た
曲
。

シ
ー
ソ
ソ
ッ
ソ
、
ソ
フ
ァ
ソ
ラ
ソ
ッ
ソ
、
ソ
フ
ァ
ミ
ド

フ
ァ
ー
。練
習
と
本
番
で
何
百
回
弾
い
た
の
だ
ろ
う
。

器
楽
合
奏
委
員
会
の
楽
譜
の
入
っ
た
赤
い
フ
ァ
イ
ル

は
私
の
小
学
校
時
代
の
一
番
の
宝
物
。
楽
譜
は
だ
い

ぶ
色
あ
せ
て
い
る
が
、
今
も
私
の
傍
ら
に
大
切
に
保

管
し
て
あ
る
。
私
の
音
楽
人
生
の
原
点
で
あ
る
。

　

私
は
四
歳
年
上
の
兄
が
附
属
小
金
井
小
に
通
っ
て

い
た
た
め
、
幼
稚
園
の
頃
、
母
に
連
れ
ら
れ
何
度
も

学
校
に
も
行
き
、
自
分
も
当
然
こ
の
小
学
校
に
通
え
る

も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
入
学
試
験
の

学
科
試
験
の
後
の
抽
選
で
落
ち
た
の
で
あ
る
。
抽
選

会
場
で
泣
き
わ
め
い
て
い
た
の
を
今
で
も
鮮
明
に
覚

え
て
い
る
。
私
自
身
が
親
に
な
り
娘
を
小
学
校
受
験

さ
せ
た
今
、
両
親
も
本
当
に
大
変
だ
っ
た
と
容
易
に

想
像
で
き
る
が
、
当
時
幼
稚
園
児
の
私
に
は
わ
か
る

筈
も
な
い
。「
絶
対
に
お
兄
ち
ゃ
ん
と
同
じ
学
校
に

行
く
」。
兄
二
人
の
三
人
兄
弟
の
末
っ
子
の
わ
が
ま

ま
娘
だ
っ
た
私
は
、
言
っ
た
ら
き
か
な
い
。
家
族
を

巻
き
込
ん
で
大
変
な
一
年
が
始
ま
り
、
念
願
叶
っ
て

編
入
試
験
を
経
て
、
二
年
生
か
ら
附
属
小
金
井
小
で

の
歩
み
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

新
た
な
学
校
生
活
で
最
も
印
象
的
に
私
の
目
に
飛

び
込
ん
で
き
た
も
の
。
そ
れ
は
、
朝
礼
で
の
器
楽
合

奏
委
員
会
の
演
奏
で
あ
っ
た
。
ピ
ア
ノ
は
四
歳
か
ら

と
命
を
奪
い
に
来
た
魔
王
、
そ
れ
に
気
づ
か
ず
医
者

へ
と
馬
を
走
ら
せ
る
父
親
の
緊
迫
し
た
や
り
取
り
が

映
像
と
な
っ
て
迫
っ
て
来
た
事
、
今
も
脳
裏
に
焼
き

つ
い
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
私
の
音
に
対
す
る
拘

り
の
よ
う
な
も
の
へ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
と
な
り
、後
に
、

イ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト

で
作
曲
賞
、
グ
ラ
ン
プ
リ
賞
を
獲
得
、
シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
の
デ
ビ
ュ
ー
へ
と
向
か
わ
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
三
十
六
年
余
り
、名
の
あ
る
音
楽
大
学
、

専
門
学
校
な
ど
の
肩
書
き
の
一
つ
も
な
い
私
が
、
音

楽
の
世
界
で
、
歌
手
、
ス
タ
ジ
オ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、

作
詞
作
曲
ア
レ
ン
ジ
等
多
方
面
に
渡
っ
て
今
日
ま
で

仕
事
を
続
け
て
来
ら
れ
た
奇
跡
は
、
こ
ん
な
小
学
校

で
の
思
考
の
扉
を
開
か
せ
て
く
れ
る
よ
う
な
音
楽
環

境
の
お
か
げ
だ
っ
た
の
だ
と
、
そ
の
贅
沢
で
幸
せ

だ
っ
た
時
間
に
今
更
な
が
ら
感
謝
す
る
ば
か
り
で
す
。
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学
ん
で
い
た
が
、
目
の
前
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
の

弾
い
て
い
る
楽
器
は
何
？
楽
し
そ
う
！
私
の
興
味
は

そ
れ
に
集
中
し
た
。
五
年
生
に
な
っ
た
ら
絶
対
に
器

楽
合
奏
委
員
会
に
入
る
！
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
ソ
プ

ラ
ノ
パ
ー
ト
が
や
り
た
い
！
そ
ん
な
私
に
母
は
、
桐
朋

学
園
大
学
の
一
期
生
で
あ
り
小
澤
征
爾
さ
ん
と
同
期

の
情
熱
的
で
非
常
に
厳
し
い
ピ
ア
ノ
の
先
生
を
探
し

て
く
れ
、
厳
し
く
も
愛
情
深
い
レ
ッ
ス
ン
で
育
て
ら

れ
た
。
音
楽
の
根
本
、す
な
わ
ち
、読
譜
力
、和
声
感
、

音
楽
性
、
初
見
力
な
ど
を
た
た
き
込
ま
れ
た
。
演
奏

家
・
音
楽
指
導
者
と
な
っ
た
今
、
そ
の
能
力
の
必
要

性
は
非
常
に
理
解
出
来
る
が
、
こ
の
先
生
の
レ
ッ
ス

ン
の
緊
張
感
と
音
楽
観
と
分
析
力
は
、
私
の
音
楽
家

人
生
の
土
台
を
築
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

五
年
生
に
な
り
、
夢
だ
っ
た
ソ
プ
ラ
ノ
パ
ー
ト
に

な
っ
た
私
は
、
日
々
の
練
習
が
楽
し
く
て
た
ま
ら
な

か
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
朝
礼
の
た
び
に
、
朝
礼

台
の
脇
で
畠
澤
郎
先
生
の
指
示
に
従
い
、
教
室
に
帰

る
児
童
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、
演
奏
曲
の
反
復
か
次

の
曲
に
展
開
す
る
か
、
先
生
の
指
示
を
瞬
時
に
受
け

止
め
、
演
奏
に
集
中
す
る
。
緊
張
感
の
中
で
演
奏
す

る
喜
び
を
見
出
す
、そ
れ
を
学
ん
だ
日
々
で
あ
っ
た
。

先
生
の
指
示
通
り
に
出
来
た
時
の
達
成
感
、
パ
ー
ト

で
一
致
し
て
、
さ
ら
に
器
楽
合
奏
委
員
会
全
体
で
気

持
ち
を
合
わ
せ
て
演
奏
す
る
団
結
力
。
こ
の
よ
う
な

教
育
的
効
果
を
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
経
験
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
到
達
目
標
の
た
め
に
、
陰
で

ど
れ
ほ
ど
先
生
方
が
ご
準
備
さ
れ
、
心
砕
か
れ
て
い

た
か
。
演
奏
家
、
教
師
、
親
に
な
り
、
筆
舌
に
尽
く

し
が
た
い
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
あ
る
。

　

小
学
校
四
年
生
の
秋
、
健
康
を
全
く
害
し
た
こ
と

の
な
い
父
が
、
倒
れ
て
六
日
目
に
四
十
四
歳
の
若
さ

で
突
然
の
脳
疾
患
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
父
の

告
別
式
は
父
が
留
学
後
に
初
め
て
教
鞭
を
と
っ
た
国

際
基
督
教
大
学
の
チ
ャ
ペ
ル
で
行
わ
れ
た
。
現
実
を

受
け
止
め
き
れ
な
い
私
の
耳
に
入
っ
て
き
た
の
は
、

千
人
を
越
え
る
参
列
者
の
方
々
の
献
花
の
間
中
流
れ

て
い
た
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
音
色
で
あ
っ
た
。
生
ま

れ
て
初
め
て
聴
い
た
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
音
色
は
、

優
し
く
柔
ら
か
で
穏
や
か
で
、
身
体
も
心
も
す
べ
て

包
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
音
色
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
進
学
し
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
高
校

の
入
学
式
で
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
音
色
に
再
会
し

た
。
忘
れ
て
い
た
一
〇
歳
の
記
憶
が
鮮
明
に
蘇
り
、

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
勉
強
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を

抑
え
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
家
族
の
協
力
と

様
々
な
方
々
に
支
え
ら
れ
、
感
謝
な
こ
と
に
大
学
・

大
学
院
・
ド
イ
ツ
留
学
の
道
が
開
か
れ
、
オ
ル
ガ
ン

の
学
び
に
集
中
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

現
在
私
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
と
し
て

演
奏
活
動
を
し
つ
つ
、
大
学
や
教
会
で
オ
ル
ガ
ン
を

教
え
、
教
会
と
中
高
大
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の

礼
拝
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
と
し
て
等
々
、
日
々
オ
ル
ガ
ン

に
携
わ
る
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
特
に

演
奏
活
動
に
お
い
て
は
、
い
ら
し
て
く
だ
さ
っ
た

お
客
様
に
「
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
オ
ル
ガ
ン
の
多
彩
な
音
色

に
感
動
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
楽
器
の
可
能
性
を
追
求
し
つ
つ
、
幼
か
っ
た
私

が
癒
さ
れ
た
よ
う
に
お
客
様
に
寄
り
添
え
る
よ
う
な

音
が
奏
で
ら
れ
る
よ
う
に
日
々
鍛
錬
し
て
い
る
。
そ
の

根
底
に
あ
る
も
の
は
、

器
楽
合
奏
委
員
会
で
の

経
験
、
附
属
小
金
井
小

で
の
様
々
な
経
験
と
学

び
で
あ
る
と
強
く
感
じ

て
い
る
。
ま
た
、
現
在

に
至
る
ま
で
交
流
の
続

い
て
い
る
附
属
小
中
の

仲
間
の
支
え
が
あ
る
か

ら
こ
そ
、
今
の
私
が
あ

る
。
ご
指
導
く
だ
さ
っ

た
先
生
方
と
尊
い
仲
間

の
存
在
は
、
私
の
人
生

の
宝
だ
。
感
謝
と
い
う

単
純
な
言
葉
で
は
表
現

し
難
い
存
在
で
あ
る
。

日　時：2015 年 10 月 9 日（金） 18：30開場　19：00開演
場　所：武蔵野市民文化会館　小ホール
入場料（全席指定）：一般 3,000 円　学生 1,500 円
お問い合わせ：ゼール音楽事務所　zele@iris.ocn.ne.jp
チケット取扱：ゼール音楽事務所、チケットぴあ　他
詳　細：内海恵子ホームページ　organist-keiko.com

〔内海恵子オルガンリサイタル〕
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と
な
り
我
々
が
再

会
す
る
機
会
を

作
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
。
特
筆
す
べ

き
は
我
々
の
学
年

の
数
年
前
か
ら
女

子
チ
ー
ム
が
編
成

さ
れ
私
が
五
年
の

時
の
六
年
生
の
お

姉
さ
ま
方
は
「
少

年
サ
ッ
カ
ー
」
と

い
う
枠
を
乗
り
越

え
大
会
に
出
場
、

二
回
戦
ま
で
勝

ち
進
み
ま
し
た

か
ら
、
ま
さ
に

「
な
で
し
こ
サ
ッ

カ
ー
」
の
先
駆
け
で
す
。
読
売
大
会
も
そ
の
後
全
国

大
会
と
な
り
、
中
村
俊
輔
選
手
を
は
じ
め
多
数
の

選
手
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。
我
々
の
好
敵
手
暁
星
小

学
校
に
は
ド
イ
ツ
の
ブ
ン
デ
ス
リ
ー
ガ
で
活
躍
し
た

尾
崎
加
須
夫
選
手
が
い
ま
し
た
。
ブ
ン
デ
ス
リ
ー
ガ

に
は
香
川
真
司
、
内
田
篤
人
ら
日
本
代
表
が
在
籍
し

て
い
ま
す
か
ら
そ
の
す
ご
さ
を
認
識
し
て
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
私
た
ち
が
試
合
を
し
た
昭
和
四
十
五
年

選
手
が
編
入
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
し
た
か
ら
某
チ
ー
ム

の
こ
と
を
非
難
す
る
事
も
出
来
な
い
の
で
す
。
職
員

会
議
で
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
の
か
な
ど
の
多
く
の

疑
問
も
腰
山
先
生
や
大
場
先
生
が
旅
立
た
れ
た
今
永

遠
の
謎
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
日
は
ア
ジ
ア
ユ
ー
ス

大
会
が
開
催
さ
れ
る
と
あ
っ
て
、
ス
タ
ジ
ア
ム
に
は

多
く
の
観
客
が
つ
め
か
け
て
い
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー

は
、
平
野
立
一
君
を
怪
我
で
欠
い
た
も
の
の
、
慶
応

大
学
の
名
選
手
と
し
て
活
躍
し
、
我
々
を
鍛
え
て

く
れ
た
お
父
上
を
持
つ
松
沢
卓
君
、
杉
澤
直
樹
君
、

小
林
晃
君
、
三
塩
達
也
君
、
中
村
潤
君
、
北
川
昇
君
、

菊
池
徳
雄
君
、
岩
本
佳
久
君
、
原
口
寿
章
君
、
寺
内

正
典
君
、
池
田
で
こ
の
晴
れ
舞
台
に
立
ち
ま
し
た
。

（
記
憶
が
違
っ
て
い
た
ら
す
み
ま
せ
ん
）『
～
た
だ
い

ま
よ
り
模
範
試
合
を
行
い
ま
す
～
』
ア
ナ
ウ
ン
ス
が

流
れ
ま
し
た
。
い
っ
た
い
ど
ん
な
模
範
が
示
さ
れ
る

の
だ
ろ
う
、
模
範
と
い
う
の
だ
か
ら
往
年
の
名
選
手

が
出
て
く
る
と
考
え
て
い
た
観
客
か
ら
失
笑
と
ど
よ

め
き
が
起
き
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。
対
戦

チ
ー
ム
は
今
度
こ
そ
中
学
生
の
い
な
い
小
学
生
チ
ー

ム
、
我
々
は
全
力
を
尽
く
し
ま
し
た
が
試
合
は
引
き

分
け
、
し
か
し
皆
満
足
し
て
帰
宅
し
た
は
ず
で
す
。

　

あ
れ
か
ら
幾
星
霜
、
杉
澤
君
は
早
稲
田
大
学
の

サ
ッ
カ
ー
部
と
し
て
活
躍
し
た
後
、
会
社
員
の
傍
ら

Ｊ
リ
ー
グ
の
モ
ン
テ
ィ
デ
ィ
オ
山
形
の
監
督
も
歴
任

し
て
い
ま
す
。
三
塩
君
、
北
川
君
は
同
期
会
の
幹
事

連
続
企
画
●
な
で
し
こ
サ
ッ
カ
ー

 

国
立
競
技
場
と

 

な
で
し
こ
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

小
金
井
昭
和
四
十
六
年
卒　

池 

田　

 

健

　

昭
和
四
十
五
年
。
秋
空
の
下
。
舞
台
は
国
立
競
技

場
。
現
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
観
戦
の
も
と
、
そ
の

日
は
や
っ
て
き
ま
し
た
。そ
う
、な
で
し
こ
サ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ブ
六
年
生
は
、
国
立
競
技
場
の
舞
台
に
立
っ
て

い
ま
し
た
。
我
々
は
、
恒
例
の
読
売
ラ
ン
ド
小
学
生

サ
ッ
カ
ー
大
会
に
お
い
て
優
勝
し
た
某
チ
ー
ム
に
一

対
四
と
完
敗
し
た
も
の
の
、
春
は
三
位
、
夏
は
ベ
ス
ト

８
と
優
秀
な
成
績
を
手
に
し
て
い
ま
し
た
。
ち
な
み

に
優
勝
し
た
チ
ー
ム
に
は
中
学
生
が
混
ざ
っ
て
い
た

と
い
う
も
っ
ぱ
ら
の
噂
で
し
た
が
、
真
相
は
藪
の
中

で
す
。
か
く
い
う
我
々
も
四
年
生
の
体
育
の
授
業
の

中
で
四
ク
ラ
ス
の
中
か
ら
四
～
五
名
の
見
込
み
の
あ

り
そ
う
な
少
年
を
発
掘
し
六
年
生
ま
で
合
わ
せ
る
と

計
五
～
六
十
名
前
後
の
メ
ン
バ
ー
で
土
曜
サ
ッ
カ
ー

と
い
う
ク
ラ
ブ
を
編
成
し
て
い
ま
し
た
。
公
然
と
体
育

の
授
業
の
中
で
選
手
の
選
抜
が
行
わ
れ
、
あ
る
者
は

い
つ
の
間
に
か
忽
然
と
姿
を
消
し
、
新
た
に
優
秀
な

サッカー小僧時代
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の
約
四
半
世
紀
前
に
は
、
学
徒
出
陣
と
い
う
名
の
も

と
に
、
国
立
競
技
場
の
前
身
の
明
治
神
宮
外
苑
競
技
場

に
前
途
有
望
な
若
者
た
ち
が
集
め
ら
れ
そ
の
多
く
が

返
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
三
十
九
年

に
行
わ
れ
た
東
京
五
輪
の
聖
火
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
の
逆
鱗
に
触
れ
る
こ
と
を
恐
れ
る
政
府
関
係
者
の

反
対
を
押
し
切
っ
て
、
戦
時
中
に
日
本
が
支
配
下
と

し
た
東
南
ア
ジ
ア
各
国
、
激
戦
の
舞
台
と
な
っ
た

沖
縄
、
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
広
島
を
経
由
し
原
爆
が

投
下
さ
れ
た
数
時
間
後
に
広
島
で
生
を
受
け
た
最
終

ラ
ン
ナ
ー
坂
井
義
則
選
手
に
よ
っ
て
競
技
場
の
聖
火

台
に
点
灯
さ
れ
東
京
五
輪
は
「
平
和
の
祭
典
」「
日

本
の
復
興
の
象
徴
」
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
坂
井

選
手
も
故
人
と
な
り
競
技
場
も
二
〇
二
〇
年
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
む
け
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
て
い

ま
す
。
近
年
懸
念
す
る
の
は
、
我
が
国
を
取
り
巻
く

現
在
の
環
境
が
戦
前
の
状
況
に
似
て
は
い
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
す
。
最
近
は
若
い
世
代
に
「
か
つ
て

こ
の
国
に
戦
争
が
あ
っ
た
こ
と
を
語
り
継
ぐ
」
の
が

責
務
で
は
な
い
か
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
東
京
で
再
び
行
わ
れ
る
予
定
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
「
平
和
の
祭
典
」
と
し
て
行
わ
れ
る
事
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　

最
後
に
同
窓
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
同
窓
会

員
諸
氏
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
て
筆
を
お
き
ま
す
。

　
　

な
つ
か
し
の
写
真
館

【豊島小学校の運動会 ( 昭和31年 )】

【豊島小学校の登校風景】

【会報15号で紹介の謎の壁画】

【今年のコレなんだ？】

障害物競争でしょうか。とんがり帽子が長い！

登校風景は今も昔も変わりませんね

今だ健在。私のことを覚えていますか？

小金井に新校舎が竣工後に当時､ 図工担当の伴先生
と高浦先生がデザインされたものだそうです。
総タイル貼、壁面全体を使用した、とても大胆な
デザインですね。

▷豊島昭和35年卒の水川泰男様からご提供いた
　だきました。
▷懐かしい写真・思い出の写真をお寄せください。
　何か新たな発見があるかもしれません。
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▽
『
ぶ
ら
り
同
窓
会
』
開
催

　

・
日　

時
＝
平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
一
日（
土
）

　

・
懇
親
会
＝
午
後
三
時
か
ら

　

・
場　

所
＝
附
属
小
金
井
小
学
校
食
堂
一
階

　

・
会　

費
＝
二
十
歳
以
上　

二
千
円

　
　
　
　
　
　

二
十
歳
未
満　

無　

料

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
担
当
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

・
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
中
で
す
。

（http://w
w

w
.nadeshikonokai.jp

）

　

新
た
に
、
各
期
の
同
窓
会
情
報
、
同
窓
生
の
現
在

な
ど
の
ほ
か
、過
去
の
学
校
生
活
に
ま
つ
わ
る
資
料
、

情
報
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
の
他
、
会
報
で
紹
介
し
き

れ
な
か
っ
た
記
事
や
写
真
も
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
予
定

で
す
。

　

情
報
は
、

　
　

nadeshiko@
nadeshikonokai.jp

ま
で
。

　
　
「
撫
子
の
会
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

▽
会
報
へ
の
寄
稿
の
お
願
い

　

・
皆
さ
ん
と
創
る
会
報
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
　

ク
ラ
ス
会
・
同
窓
の
仲
間
の
集
い
、
母
校
の
歴
史
ほ
か
何
で
も
。

先
ず
は
先
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
　
　

川
田　

紀
雄　

電
話
（
〇
四
二―

三
二
四―

九
九
一
二
）

　
　
　

野
久
尾　

悟　

電
話
（
〇
三―

三
七
二
〇―

八
〇
二
三
）

　
　
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：nadeshikokaiho2013@

gm
ail.com

●
編
集
後
記

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
隆
盛
で
、
リ
ア
ル
同
窓
会

は
不
要
と
な
る
の
か
？　

時
折
、
こ
の
話
題
で
ブ
レ
ス
ト
に
な

る
。
古
き
良
き
も
の
を
守
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、絆
と
か
、

繋
が
り
に
つ
い
て
も
う
一
度
考
え
て
み
た
い
。
手
触
り
や
息
づ

か
い
や
匂
い
、
そ
し
て
音
、
そ
ん
な
実
感
が
蘇
っ
て
く
る
か
ら

こ
そ
の
絆
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
そ
う
だ
、
同
窓
会
に

行
っ
て
み
よ
う
！
」
そ
う
思
い
つ
い
た
と
き
に
、
い
つ
で
も
扉

を
開
い
て
待
っ
て
い
て
く
れ
る
。
そ
ん
な
会
に
な
っ
た
ら
よ
い

な
と
私
は
思
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
野
久
尾　

記
）


